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第2197回　例会
2017年10月23日　P.M.0：30〜1：30　晴
●司会（加藤靖始会場委員）
●出席報告（早瀬孝文委員）
　会員出席　135名中　103名 　出席率 85.12％
　　　　　　　　前々回修正　出席率 100.00％
　ビジター　（名古屋東RC）　　　 　本多　満氏
●ロータリーソング（内藤貴雄委員）
　「我等の生業」「名古屋中RCの歌」
●会長挨拶（坪井進悟会長）

　10月14日㈯・15日㈰のワール
ドフード＋ふれ愛フェスタにお
いては、会員の皆様にも大勢ご
参加いただきありがとうござい
ました。また、10月18日㈬には
入会３年までの方々を対象とし
たファィヤーサイドミーティン

グが行われ、大変盛り上がりました。片山さんには、
ロータリーは人間浴であるという卓話をしていただ
きました。ありがとうございました。
　少し前にベストセラーになった「里山資本主義」と
いう本があります。これは市場原理主義の欠陥を補う
サブシステムとして位置づけた里山資本主義につい
て記されています。ここでは、都会で暮らす夫婦が、
年収１千万円ほどを得ながらお互いの生活時間が合
わないまま暮らすことが幸せか、それとも年収３百万
円ほどであっても、田舎の里山で周りの方々からのお
裾分けなども得ながら暮らす方が幸せか、というこ
とを問いかけています。本のなかに書かれている事
例として、岡山県真庭市にある銘建工業があり、私は
２年前にこの会社の中島社長に会いに行きました。現
在、国土交通省ではサスティナブル建築物等先導事業
を推進し、木材建築の普及活動を行っています。都市
の木造は都市の森林として二酸化炭素を炭素として
固定し、貯蔵します。また、木造は解体後も再利用がで
き、最終的にはバイオマス発電の燃料、森林を活用す
る林業の活性化へと繋がり、持続可能な循環型社会
を創り出します。真庭市では第三セクターでバイオマ
ス発電を行い、10メガワットの電気を発電しており、
２万２千世帯分を賄うことが出来るそうです。
　皆様が新社屋を木造建築にすると補助金が多く出
ますので好都合であり、社会的な評価も高まると思
います。ぜひご検討されてはいかがでしょうか。

　10月17日㈫に古希を迎えられた占部憲一さん
に、坪井会長よりお祝いの花束が贈られました。
●理事会報告（岩月雅章幹事）
①新入会員入会受付の件が承認されました。
②12月プログラム案の件が承認されました。
③12月親睦例会案の件が承認されました。
●幹事報告（岩月雅章幹事）
　（次週例会報告のみ）
●社会奉仕委員会報告（相羽康人委員長）
　10月24日㈫より29日㈰まで、ノリタケの森ギャ
ラリーで開催される名古屋和合RCの社会奉仕事業

「才能の輝き」のパンフレットを配布致しました。出
席されますとメークアップの扱いとなります。
　また、第2760地区より九州北部豪雨災害に対す
る募金に対してお礼状が届きました。ロータリー全
体では8179万2679円とのことです。
●マリンクラブ報告（荒川雅義さん）
　秋の食事会を11月29日㈭に、「トラットリア ミリ
アッチョ」で開催致します。出席予定の方には改め
てご案内致します。
●ニコボックス委員会報告（近藤東仁副委員長）

経済と地域社会の発展月間／米山月間

長寿の祝い
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　10月18日㈬18時より、堀江さんのご協力により和合
山荘に於いて、第1回ファイヤーサイドミーティングが
開催されました。冒頭、ロータリーの目的や中クラブに
ついての歴史について、歴代会長を代表して片山さん
にお話しいただき、続いて40周年で製作したネクタイ
を締めた伊藤（秀）さんによる熱い涙の乾杯挨拶で今宵の
会は始まりました。久しぶりのファイヤーサイドミーテ
ィングは、出席された７名の歴代会長を２～３名の若手
会員が囲み、順番に回りながら語り合い、そして学ぶと
いうスタイルで進められました。和気藹々とした中にも
中身の濃い交流ができ、50周年を間近に控えた我がク
ラブの礎を一層強化できたように思います。

（クラブ奉仕委員長　永野光容）

◦例会臨時変更◦

11／24㈮　名古屋みなとＲＣ　名古屋マリオットアソシアホテル
11／28㈫　名古屋城北ＲＣ　名古屋栄東急REIホテル

◦ビジター受付なし◦
11／28㈫　名 古 屋 錦ＲＣ

◦休会のお知らせ◦
11／29㈬　名古屋東南ＲＣ

メークアップ受付可（受付時間　11:30〜12:30）
※名古屋アイリスRCの受付時間は正午より13時
★印の夜間受付時間は会場ホテルにてご確認下さい。

紫川ストーリー尾張名古屋四万年の歴史
会員（住吉の語り部）　深田正雄さん
　栄小学校の南側に竪三蔵通遺
跡という石器時代の遺跡があり
ます。縄文人も多く住んでおり、
彼らはどんぐりを主食にしてい
ました。そのほとりには紫川と
いう川が流れており、そこにや

って来るイノシシや鹿を捕まえてタンパク源として
いたようです。ここは海抜11m程の里山で、大地には
多くの広葉樹が茂っていました。象の鼻のような形を
した台地の上にあり、その北端となる名古屋城の北
側、さらに西側は崖になっています。また、堀川、熱田
川が台地の境になっています。台地の下には岩盤が
あり、水が流れています。10m前後掘ると、この水に
たどり着きますが、私共の料亭蔦茂には、井戸があり
この水を汲んでいます。現在は井戸ですが、かつては
泉が湧いていました。この水を活用して栄の住吉町
には住吉屋という酒蔵があったそうです。
　紫川には２つの流れがありました。１つは名城小
学校あたりから南に下り、私共の蔦茂、そして白川通
から中消防署への流れです。もう１つは伏見通に沿
って流れ、やがて２つが合流して江川から海に流れ
ていきました。水源は扇の泉を始めとする数多くの
泉でした。紫川という名の語源には、大きな藤の木が
あり、春には紫の花が川に落ちたからという説や、藤
野という地名であったので紫川と呼ばれた説、さら
には現在の東急REIホテルのあたりに牢屋と処刑場
があり、そこで流れた血が川に入り紫色になったか
ら、など様々な説があります。
　紫川は現在、暗渠となって地下を流れています。州

─例会ご案内─
◦次週卓話予定　　　　11月６日㈪
　「日本のベンチャー企業の動向」
　株式会社リクルートホールディングス
　シニアヴァイスプレジデント 　内藤崇司氏

卓　　話

●ゴルフ会
○第396回例会　2017年10月12日㈭
　於：グレイスヒルズカントリー倶楽部  　　　（敬称略）
［紅組］　　NAME　　  OUT　 IN　 GROSS　 H'CP　 NET
優　勝　坪井　進悟　　38　 38　　76　　  ５　　71
準優勝　榊原　克典　　39　 42　　81　　  ４　　77
３　位　足立　雄一　　46　 49　　95　  16.5　78.5
４　位　山口　昭彦　　48　 49　　97　　 16　　81
５　位　杉本　仁至　　51　 49　 100　  18.5　81.5
［白組］
優　勝　浦山久与史　　36　 38　　74　　  ２　　72
準優勝　梁川　誠市　　41　 40　　81　　  ８　　73
３　位　鈴木謙一郎　　43　 41　　84　　 11　　73
４　位　山下　洋右　　39　 38　　77　　  １　　76
５　位　萩原　浩行　　46　 45　　91　　 14　　77
ベストグロス　　坪井　進悟　76　　浦山久与史　74

同好会だより

ファイヤーサイドミーティング

崎神社の南に河口があるので、折があれば訪ねてい
ただきたいと思います。


